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【手続補正書】
【提出日】平成20年6月13日(2008.6.13)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　オーディオ増幅器に電力を出力する変換器の回路パラメータにおける変化に応答して、
該変換器と結合されている容量性素子によってオーディオ増幅器に追加の電力を供給する
モードで該変換器を動作させる段階を含み、オーディオ増幅器は、容量性素子によってオ
ーディオ増幅器に供給される電圧の関数である閾値を有するコンプレッサを含む方法。
【請求項２】
　オーディオ増幅器の利得は、変換器によってオーディオ増幅器に供給される電圧の関数
である請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　オーディオ増幅器は、電圧の値の範囲に渡ってクリッピングすることなく動作すること
ができる請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　オーディオ増幅器の利得は、電圧の可能な値の範囲の少なくとも部分に渡って電圧に比
例する請求項２に記載の方法。
【請求項５】
　回路パラメータは、出力電流、入力電流、入力電力、または変換器の要素の温度の少な
くとも１つを含む請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　変換器は、第１モードでは電圧源として、そして第２モードでは電流源として動作する
請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　容量性素子と、
　オーディオ増幅器と、
　電力変換器と、を備えた装置であって、容量性素子は、変換器の回路パラメータにおけ
る変化に応答して、当該装置が、容量性素子によってオーディオ増幅器に追加の電力を供
給するモードで動作させるよう、変換器の出力に結合され、オーディオ増幅器は、容量性
素子によってオーディオ増幅器に供給される電圧の関数である閾値を有するコンプレッサ
を含む装置。
【請求項８】
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　容量性素子は、変換器の出力電力端子に結合される請求項１に記載の方法。
【請求項９】
　増幅器は、増幅された信号レベルを示すパラメータの関数である閾値を有するコンプレ
ッサを含む請求項１に記載の方法。
【請求項１０】
　容量性素子はスーパー容量性素子であり、変換器特性は、スーパー容量性素子の電圧が
少なくとも約２０％だけ放電するように選択される請求項１に記載の方法。
【請求項１１】
　容量性素子はスーパー容量性素子であり、変換器特性は、スーパー容量性素子の電圧が
少なくとも約５０％だけ放電するように選択される請求項１に記載の方法。
【請求項１２】
　オーディオ増幅器は、信号コンプレッサを含む請求項１に記載の方法。
【請求項１３】
　オーディオ増幅器は、可変利得回路を含む請求項１に記載の方法。
【請求項１４】
　オーディオ増幅器は、容量性素子と並列である請求項７に記載の装置。
【請求項１５】
　変換器は、容量性素子及び増幅器と並列である請求項７に記載の装置。
【請求項１６】
　増幅器の利得は、変換器によって増幅器に供給される電圧の関数である請求項７に記載
の装置。
【請求項１７】
　容量性素子はスーパー容量性素子であり、変換器特性は、スーパー容量性素子の電圧が
少なくとも約２０％だけ放電するように選択される請求項７に記載の装置。
【請求項１８】
　容量性素子はスーパー容量性素子であり、変換器特性は、スーパー容量性素子の電圧が
少なくとも約５０％だけ放電するように選択される請求項７に記載の装置。
【請求項１９】
　オーディオ増幅器は、変換器によってオーディオ増幅器に供給される電圧の関数である
閾値を有する信号コンプレッサを含む請求項７に記載の装置。
【請求項２０】
　オーディオ増幅器は可変利得回路を含み、オーディオ増幅器の利得は、変換器によって
オーディオ増幅器に供給される電圧の関数である請求項７に記載の装置。
【請求項２１】
　オーディオ増幅器と、
　オーディオ増幅器に電力を供給するよう配列された容量性素子と、
　容量性素子及びオーディオ増幅器に電力を供給するよう配列された変換器と、
を備えた装置であって、変換器は、容量性素子の放電を許容し、容量性素子の放電の時定
数は、少なくとも約１秒である装置。
【請求項２２】
　放電は、少なくとも約２０％の深い放電である請求項２１に記載の装置。
【請求項２３】
　変換器は、（ａ）回路パラメータに応答して変換器の出力電力を制限すること、（ｂ）
回路パラメータに応答して変換器の出力電流を制限すること、（ｃ）回路パラメータに応
答して変換器の入力電力を制限すること、（ｄ）回路パラメータに応答して変換器の入力
電流を制限すること、及び（ｅ）回路パラメータに応答して変換器の出力インピーダンス
を増加すること、の１つ以上によって構成される請求項２１に記載の装置。
【請求項２４】
　変換器は、出力電流、出力電力、入力電力、入力電流及び温度から成るグループの少な
くとも１つから選択される回路パラメータの閾値に達することに応答して出力電圧－電流
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特性を変更することにより構成される請求項２１に記載の装置。
【請求項２５】
　変換器は、ＡＣ／ＤＣ変換器及びＤＣ／ＤＣ変換器から成る変換器のグループから選択
される請求項２１に記載の装置。
【請求項２６】
　電力制限は、出力電流、出力電力、入力電力、入力電流、出力電圧及び出力インピーダ
ンスから成るパラメータのグループの少なくとも１つから選択される回路パラメータを調
節することにより達成される請求項２３に記載の装置。
【請求項２７】
　変換器特性は、スーパー容量性素子の電圧が少なくとも約２０％だけ放電するように選
択される請求項２１に記載の装置。
【請求項２８】
　変換器特性は、スーパー容量性素子の電圧が少なくとも約５０％だけ放電するように選
択される請求項２１に記載の装置。
【請求項２９】
　オーディオ増幅器は、変換器によってオーディオ増幅器に供給される電圧の関数である
閾値を有する信号コンプレッサを含む請求項２１に記載の装置。
【請求項３０】
　オーディオ増幅器は可変利得回路を含み、オーディオ増幅器の利得は、変換器によって
オーディオ増幅器に供給される電圧の関数である請求項２１に記載の装置。
【請求項３１】
　時定数は、少なくとも約５．５秒である請求項２１に記載の装置。
【請求項３２】
　容量性素子は、スーパー容量性素子である請求項２１に記載の装置。
【請求項３３】
　変換器のピーク電力需要の減少は、少なくとも約４倍である請求項２１に記載の装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】全図
【補正方法】変更
【補正の内容】
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